
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

丁
農
具
説
、
土
器
の
貯
藏
型
と
煮
沸
型
、
聚
落
立
地
の
問
題
、
原
始
細
心
蹴
に

よ
る
坐
活
典
同
態
の
把
握
、
土
器
と
銅
鐸
の
交
一
稼
比
較
、
有
角
石
斧
を
石
創

の
摸
倣
な
り
と
な
す
等
多
く
の
す
ぐ
れ
た
見
解
が
組
立
て
ら
れ
て
屠
る
の
は

木
魚
に
於
い
て
ま
さ
に
注
意
す
べ
き
部
分
と
し
よ
う
。

　
本
烈
日
に
薄
め
ら
れ
た
古
墳
關
係
の
平
編
は
初
期
古
墳
の
…
嗣
葬
品
個
々
に
…
關

す
る
も
の
が
多
い
、
そ
し
て
『
川
柳
村
特
箪
塚
』
『
金
言
山
古
墳
臨
等
軍
行
本
か

ら
欝
患
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
爲
に
、
管
銅
器
研
究
の
如
く
に
は
完
成
の
域

に
遽
し
て
履
ら
な
い
檬
に
見
え
る
。
然
し
既
露
で
も
臆
輪
の
．
肩
人
項
馬
財
源

説
の
知
き
問
題
と
な
る
べ
き
も
の
、
鈴
鏡
に
よ
る
単
三
文
化
論
、
聖
徳
太
予

磯
長
御
崩
と
エ
ン
タ
シ
ス
を
論
じ
た
も
の
等
動
眼
の
凡
な
ら
ざ
る
諸
篇
が
見

・
ら
れ
る
Q

　
以
上
の
諸
篇
は
何
れ
も
當
時
の
學
界
、
に
清
薪
「
な
波
野
を
投
じ
た
も
の
で
あ

わ
、
．
敏
感
な
時
代
感
壷
を
備
へ
、
常
に
新
し
い
問
題
の
所
在
を
示
さ
う
と
努

力
し
た
著
者
の
面
目
を
今
臼
に
傳
ふ
る
も
の
と
し
て
、
今
更
な
が
ら
そ
の
早

低
が
お
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
（
桑
名
交
尊
堂
昼
行
。
A
5
判
・
六
五
〇
頁
・

定
債
一
〇
圓
）
（
金
弄
富
士
雄
）

東
洋
美
術
論
考

矢
代
　
牽
　
雄
著

　
留
墨
・
に
禺
張
に
、
九
年
に
も
近
い
田
を
隊
米
認
國
に
過
ご
し
た
胴
取
で
あ

る
の
で
、
自
ら
そ
の
聞
東
洋
美
馬
の
精
華
を
揖
激
す
る
機
曾
に
め
ぐ
ま
れ
た

而
し
て
そ
の
度
毎
著
者
を
と
ら
へ
た
も
の
は
遠
く
組
込
を
離
れ
た
名
作
に
封

ず
る
愛
漕
の
情
と
、
そ
れ
ら
に
饗
す
る
彼
地
人
土
の
早
熟
な
理
解
に
製
す
る

寂
塞
感
と
で
あ
っ
た
。
か
く
て
著
渚
は
、
　
一
方
永
久
に
組
國
を
喪
っ
た
多
晶

介

の
面
影
を
出
額
る
限
り
益
獣
に
故
閣
に
傳
へ
ん
が
た
め
に
最
近
の
爲
眞
を
徳

る
と
共
に
精
確
な
る
調
査
を
行
ひ
、
叉
他
方
に
於
い
て
憩
國
が
、
一
東
洋
が

世
界
の
舞
藁
に
蓬
つ
た
代
衷
者
を
よ
り
ょ
く
理
解
せ
し
め
、
そ
の
上
に
示
さ

れ
た
東
洋
め
美
の
本
質
を
世
界
に
問
ひ
名
義
の
薯
び
と
す
る
の
念
願
を
以
て

艘
察
に
志
念
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
さ
う
し
た
著
者
の
獲
表
論
文
、
巾

支
那
に
越
す
る
も
の
八
篇
、
我
國
爽
術
關
係
の
も
の
八
篇
を
選
ん
で
蝋
書
と

な
し
、
別
に
附
圃
一
顧
に
精
畏
な
コ
μ
タ
イ
プ
解
版
五
十
薫
葉
を
牧
め
た
も

の
で
あ
る
。

　
既
に
西
洋
美
術
…
に
浩
詣
の
深
い
勝
者
が
天
龍
山
の
洋
彫
飛
天
や
階
の
開
…
鰹
「

阿
禰
陀
佛
を
は
じ
め
、
唐
の
名
作
解
織
を
論
ぜ
ら
れ
た
初
頭
の
四
型
は
、
そ

の
ま
鼠
に
一
の
支
那
佛
教
彫
刻
史
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
線
藝
術
の
極
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
恥

嘘
、
そ
れ
が
自
ら
の
丙
的
要
求
と
佛
教
な
る
外
的
要
素
の
受
容
に
よ
っ
て
如
r
飢

何
に
、
叉
如
何
な
み
美
を
展
開
し
て
行
っ
た
か
が
、
説
か
れ
る
と
共
に
ま
た
・
〈

そ
こ
に
何
を
見
る
べ
き
か
に
つ
い
て
臓
ふ
る
も
の
が
あ
る
。
次
の
鋤
篇
は
支

那
絡
講
史
中
見
逃
す
事
の
出
來
な
い
翠
黛
幕
張
萱
揚
練
圖
や
朱
墓
糊
炎
矩
寓

中
三
等
に
關
す
る
論
交
で
あ
っ
て
、
宋
朝
餐
雀
に
見
る
艶
麗
な
著
彩
や
全
く

醜
純
の
行
き
旧
い
た
線
藝
衛
の
粋
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
明
か
に
さ
れ
て
み

る
。
次
に
日
本
図
工
の
竜
の
と
し
て
は
最
初
に
快
慶
と
酉
智
と
の
有
銘
＝
彫

刻
が
紹
介
さ
れ
、
匿
い
で
大
威
徳
明
王
岡
と
寳
楼
閣
蔓
紫
羅
、
法
華
覚
墜
陀

羅
等
藤
朝
佛
鑑
の
名
作
が
論
蓮
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
そ
の
最
後
の
も
の
は
そ
れ

が
珍
海
の
胸
繋
を
歎
ず
希
有
の
資
料
た
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
下
瞬
が
天
耶

，
の
氣
絡
…
を
囎
び
た
と
す
る
駈
か
ら
所
論
は
自
ら
麿
と
天
畢
、
慶
び
に
藤
原
美

術
に
及
ん
で
興
味
深
き
も
の
が
あ
る
。
次
は
鎌
倉
直
覧
巻
物
の
傑
作
「
吉
備

第
二
十
八
懲
　
第
二
號

九
蹴



紹
　
介
・
奨
報

笙
一
＋
尺
巻
第
二
號

九
四

大
臣
入
唐
懸
詞
」
止
「
フ
リ
ー
ア
讃
廓
の
地
曳
縁
起
」
と
に
關
す
る
も
の
で
我

が
繍
巻
物
の
町
史
ゆ
爾
者
の
占
む
べ
き
位
羅
や
繍
巷
と
し
て
の
構
威
、
氣
絡

が
問
題
と
せ
ら
れ
、
最
後
の
二
編
で
は
絢
燗
た
る
光
悦
の
色
紙
と
宗
達
、
光

琳
の
松
島
旧
風
と
が
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
。

　
も
と
よ
り
著
蔚
は
棄
洋
美
術
研
究
に
根
幹
と
な
る
べ
く
し
て
見
逃
す
べ
か

ら
ざ
る
確
實
費
貢
な
作
品
を
正
し
く
把
握
し
之
を
傳
へ
ん
と
の
意
圃
の
も
と

に
考
讃
も
又
読
唱
を
期
し
て
多
大
の
努
力
を
梯
は
れ
て
る
る
。
そ
し
て
今
か

　
』
る
希
見
の
畳
重
硫
資
料
が
公
刊
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
の
も
つ
幸

輻
は
雷
ふ
に
及
ば
ず
、
誰
彼
の
「
吉
備
大
臣
入
唐
縮
詞
」
が
ア
メ
リ
カ
に
流
出

し
た
際
、
彼
我
國
交
の
緊
張
の
折
柄
に
も
か
し
は
ら
ず
彼
の
國
土
で
人
氣
を

集
め
た
螂
實
を
聞
く
時
、
そ
こ
に
我
々
は
偉
大
な
る
藝
術
の
も
つ
大
い
な
る

力
と
意
義
と
を
思
ふ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
今
の
時
に
於
け
る
こ
の
書
の
企
て

ヂ
の
意
昧
に
も
思
ひ
及
ぶ
次
第
で
あ
る
。
（
座
右
實
刊
行
會
護
行
臥
菊
薄
樺
・
木

交
二
鑑
四
頁
・
挿
圃
三
八
・
別
珊
國
版
五
五
・
定
債
四
拾
聞
）
（
岡
田
芳
三

郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亭

彙

、
　
尺

　
註
帯

汰
ム
留
評
議
員
時
野
谷
常
三
郎
博
士
計

　
木
會
評
議
員
文
學
博
士
時
野
谷
常
三
郎
氏
は
」
昨
年
十
二
月
華
甲
の
毒
を

迎
へ
ら
れ
、
以
後
洛
北
北
白
川
に
悠
々
冑
適
の
生
活
を
邊
っ
て
屠
ら
れ
た
が

昨
年
十
二
月
二
十
一
貝
午
前
九
時
潅
然
と
し
て
長
癒
せ
ら
れ
た
。
國
家
の
前

途
蕉
に
多
事
な
る
今
日
博
士
の
如
き
屡
徳
の
土
を
失
ふ
事
は
痛
惜
の
極
み
と

云
ふ
堅
く
、
こ
」
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
術
、
．
葬
儀
は
二
十
四
日
、
天
寧
寺
に
於
て
、
多
歎
の
名
士
の
勢
列
裡
に
…
蔽

粛
に
執
り
行
は
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
　
w

　
　
　
哀
　
　
　
　
．
講

三
二
評
議
員
文
學
博
士
暗
野
谷
常
三
郎
君
、
継
疾
詮
損
ヲ
蒙
ラ
ズ
、
潅
焉

　
ト
シ
テ
卒
去
セ
ラ
ル
。
寒
二
痛
惜
ノ
情
二
堪
ヘ
ズ
。
鴬
が
昭
和
八
年
＋
一

　
月
以
還
、
時
二
編
纂
主
任
ト
シ
テ
、
或
ハ
庶
務
會
計
説
任
ト
シ
テ
、
本
會

　
ノ
獲
展
ノ
爲
二
盤
影
野
ラ
レ
タ
ル
功
績
ハ
ハ
命
習
貝
一
同
ノ
深
ク
感
露
顕
鳴
闘
謝
ス

　
ル
灰
、
・
今
闘
終
焉
ノ
備
幽
ノ
舞
ハ
ル
ル
ニ
若
田
リ
、
薦
曲
搬
旧
型
一
否
以
テ
恥
深
厚
ナ
ル
・

　
山
妖
悼
一
ノ
梱
衷
ヲ
致
シ
、
冥
府
一
巌
於
ケ
ル
無
…
邊
ノ
…
勝
…
鵬
ヲ
獲
ラ
レ
ソ
コ
ト
ヲ

　
断
ル
。

　
　
昭
利
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
學
文
墨
部
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
學
研
究
會

明
治
十

同
　
四

同
、

時
野
谷
常
三
郎
博
士
略
歴

四
年
十
二
月
二
十
七
日

十
年
七
月
十
蝋
日

　
年
十
月
二
十
五
日

　
　
　
、

出
生

東
京
帝
國
大
學
交
科
大
屡
褒
學
科
卒
業
ド

任
陸
軍
教
撰

叙
高
等
官
七
等

十
二
級
俸
下
賜

陸
軍
中
央
幼
年
撃
校
附
ヲ
命
ス
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